
蓼
沼
謙
　
先
生
著
作
目
録

一
九
五
〇
年
か
ら
一
九
八
七
年
ま
で
の
著
作
を
、
著
薔
、
編
著
、
論
文
、
判
例
研
究
、
書
評
、
座
談
会
、

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
座
談
会
」
に
含
め
、
随
筆
、
提
言
、
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
等
を
「
そ
の
他
」
と
し
た
。

そ
の
他
に
犬
別
し
た
。
対
談
、

（
中
村
和
夫
、
石
井
保
雄
、

討
諭
、
シ

藤
原
稔
弘
）

一
九
五
〇
年
（
昭
和
二
五
年
）

　
論
文
　
　
　
「
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
正
当
性
の
間
題
に
つ
い
て
」
労
働
法
律
旬
報
四
一
号
（
二
一
月
）

　
書
評
　
　
　
「
テ
ラ
ア
『
ビ
ケ
ヅ
テ
ィ
ン
グ
と
言
論
の
自
由
』
」
一
橋
論
叢
二
三
巻
四
号
（
四
月
）

　
座
談
会
　
　
「
一
橘
法
学
の
七
十
五
年
」
一
橋
論
叢
二
四
巻
四
号
（
一
〇
月
）

（151）　蓼沼謙一先生著作目録

一
九
五
一
年
（
昭
和
二
六
年
）

　
論
文
　
　
　
「
罷
業
権
の
生
成
過
程
」
私
法
五
号
（
一
〇
月
）

　
書
評
　
　
　
「
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
『
団
体
交
渉
と
契
約
概
念
』
」
一
橋
論
叢
二
五
巻
六
号
（
六
月
）

　
判
例
研
究
　
「
ロ
ッ
ク
ァ
ゥ
ト
ー
日
本
セ
メ
ン
ト
事
件
」
季
刊
労
働
法
一
号
（
六
月
）

　
そ
の
他
　
　
「
労
働
法
学
会
（
単
会
だ
よ
り
）
」
法
偉
時
報
二
三
巻
六
号
（
六
月
）

一
九
五
二
年
（
昭
和
二
七
年
）

　
論
文
　
　
　
「
米
国
に
お
け
る
労
働
協
約
法
理
」
比
較
法
研
究
四
号
（
七
月
）

　
　
　
　
　
　
「
罷
業
権
の
生
成
過
程
」
一
橋
犬
学
法
学
会
編
『
現
代
法
学
の
諸
問
題
』
（
動
草
書
房
）
（
四
月
）

　
書
評
　
　
　
「
沼
田
稲
次
郎
著
『
団
結
権
擁
護
論
』
（
上
・
下
）
」
法
偉
時
報
二
四
巻
一
〇
号
（
一
〇
月
）
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そ
の
他
　
　
「
学
会
消
思
■
労
働
法
挙
会
」

一
九
五
三
年

　
諭
文

　
暫
評

　
座
談
会

一
橋
論
叢
二
八
巻
一
号
（
七
月
）

（
昭
和
二
八
年
）

　
「
ロ
ヅ
ク
ア
ウ
ト
の
法
理
」
季
刊
労
働
法
九
号
（
九
月
）

　
「
ニ
キ
ヅ
シ
＾
『
労
働
法
』
」
一
橘
論
叢
二
九
巻
四
号
（
四
月
）

　
「
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
正
当
性
と
そ
の
限
界
を
め
ぐ
っ
て
」
季
刊
労
働
法
九
号
（
九
月
）

一
九
五
四
年
（
昭
和
二
九
年
）

　
論
文
　
　
　
「
ロ
ヅ
ク
ァ
ウ
ト
の
法
理
と
実
際
」
峯
村
・
有
泉
・
沼
田
編
『
専
門
講
座
労
働
法
』
四
集
（
労
働
法
懇
談
会
）
（
一
月
）

　
判
例
研
究
　
「
組
合
の
同
意
を
経
な
い
で
な
さ
れ
た
就
業
規
則
中
の
賞
与
規
定
の
変
更
」
季
刊
労
働
法
一
一
号
（
三
月
）

　
座
談
会
　
．
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
労
働
争
議
」
討
論
労
働
法
三
〇
号
（
八
月
）

　
　
　
　
　
　
「
日
本
海
重
工
業
仮
処
分
事
件
」
（
報
告
）
討
論
労
働
法
三
三
号
（
一
一
月
）

　
　
　
　
　
　
「
孜
官
通
達
に
対
す
る
研
究
討
論
」
労
働
法
律
旬
報
一
八
三
号
（
二
一
月
）
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一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
年
）

　
共
訳
警
　
　
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
著
『
労
働
法
原
理
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
（
二
月
）

　
論
文
　
　
　
「
労
働
関
係
と
雇
傭
契
約
・
労
働
契
約
」
（
一
）
・
（
二
）
討
論
労
働
法
三
七
、
三
八
号
（
四
、
五
月
）

　
　
　
　
　
　
「
ビ
ケ
ッ
ト
権
の
防
衛
－
炭
労
嘉
穂
労
組
ビ
ケ
事
件
」
労
働
法
律
旬
報
二
ニ
ニ
号
（
九
月
）

　
　
　
　
　
　
「
米
国
自
動
車
産
業
に
お
け
る
労
働
協
約
の
実
証
的
考
察
」
学
会
誌
労
働
法
七
号
（
一
〇
月
）

　
そ
の
他
　
　
二
橋
学
問
の
伝
統
と
反
省
－
民
法
及
ぴ
労
働
。
法
」
（
八
十
周
年
記
念
企
画
）
一
橋
論
叢
三
四
巻
四
号
（
一
〇
月
）

一
九
五
末
年

　
論
文

（
昭
和
一
三
年
）

　
「
災
害
補
償
」
講
座
『
労
働
問
題
と
労
働
法
』
五
巻
（
弘
文
堂
）
（
三
月
）

。
「
支
配
介
入
の
性
格
と
構
造
」
季
刊
労
働
法
二
一
号
（
九
月
）



座
談
会

「
組
合
活
動
の
自
由
に
つ
い
て
」
討
論
労
働
法
四
八
号
（
三
月
）

「
労
働
契
約
に
お
け
る
労
働
者
の
義
務
の
内
容
」
討
論
労
働
法
五
五
号
（
一
〇
月
）

「
争
議
行
為
と
損
害
賠
償
」
討
論
労
働
法
五
六
号
（
一
一
月
）

（153）　蓼沼謙一先生著作目録

一
九
五
七
年
（
昭
和
三
二
年
）

　
論
文
　
　
　
「
争
議
行
為
と
労
働
契
約
関
係
」
討
論
労
働
法
五
九
号
（
二
月
）

　
　
　
　
　
　
「
争
議
権
の
保
陣
と
い
わ
ゆ
る
刑
事
免
責
」
法
学
研
究
（
一
橘
大
学
研
究
年
報
）
一
号
（
三
月
）

　
　
　
　
　
　
「
回
ツ
ク
ァ
ウ
ト
の
法
的
性
質
（
戦
後
労
働
法
理
の
発
展
）
」
季
刊
法
律
学
二
三
号
（
四
月
）

　
　
　
　
　
　
「
争
議
権
論
－
歴
史
お
よ
ぴ
性
楮
」
労
働
法
講
座
三
巻
『
労
働
争
議
』
（
有
斐
閣
）
（
五
月
）

　
　
　
　
　
　
「
通
牒
の
『
争
議
行
為
』
論
に
つ
い
て
」
労
働
法
律
旬
報
二
七
四
号
（
六
月
）

　
　
　
　
　
　
「
労
働
協
約
を
め
ぐ
る
問
題
点
－
組
合
活
動
条
項
」
講
座
『
労
働
問
題
と
労
働
法
』
四
巻
（
弘
文
堂
）
（
六
月
）

　
　
　
　
　
　
「
争
議
権
の
承
認
と
争
議
行
為
の
法
的
評
価
」
『
一
橋
大
学
八
十
周
年
記
念
論
文
集
』
（
下
）
（
動
草
警
房
）
（
九
月
）

　
判
例
研
究
　
「
賃
金
．
遇
職
金
に
関
す
る
判
例
に
つ
い
て
」
『
賃
金
・
退
職
金
を
め
ぐ
る
法
偉
間
題
』
（
東
洋
経
滴
新
報
社
）
（
二
一
月
）

　
座
談
会
　
　
「
団
結
権
の
構
造
に
つ
い
て
」
討
論
労
働
法
五
九
号
（
二
月
）

　
　
　
　
　
　
「
青
年
部
．
婦
人
部
の
諸
問
題
」
討
論
労
働
法
六
三
号
（
六
月
）

　
　
　
　
　
　
「
ロ
ツ
ク
ァ
ウ
ト
、
労
務
の
受
領
拒
否
と
賃
金
請
求
権
」
労
働
法
学
研
究
会
報
二
八
二
号
（
二
月
）

　
そ
の
他
　
　
「
外
国
文
献
僻
題
（
一
）
＞
・
O
買
・
星
等
“
昌
O
雪
■
き
O
『
＞
O
目
『
8
目
昌
ゴ
目
芭
～
胃
O
■
酉
尋
射
O
色
血
ヌ
＜
O
F
S
2
9

　
　
　
　
　
　
会
誌
労
働
法
一
〇
号
（
四
月
）

　
　
　
　
　
　
「
争
議
権
に
関
す
る
諸
家
の
見
解
」
講
座
『
労
働
間
題
と
労
働
法
』
三
巻
（
弘
文
堂
）
（
六
月
）

企
ほ
か
L
学

一
九
五
八
牟
（
昭
和
三
三
年
）

　
論
文
　
　
　
「
『
正
当
』
争
議
行
為
の
い
わ
ゆ
る
免
責
、
と
く
に
民
事
免
責
の
意
味
に
つ
い
て
－
従
来
の
学
説
の
検
討
を
中
心
と
し
て
」
季
刊
労
働
法

　
　
　
　
　
　
二
八
号
（
六
月
）

　
　
　
　
　
　
「
フ
ウ
ィ
ッ
ブ
ソ
ウ
．
ス
ト
と
ロ
ソ
ク
ァ
ウ
ト
ー
米
国
連
邦
最
高
裁
の
一
判
決
」
月
刊
労
働
間
題
二
号
（
七
月
）
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そ
の
他

「
争
議
行
為
の
い
わ
ゆ
る
民
事
免
責
の
法
構
造
」
一
橋
論
叢
四
〇
巻
二
号
（
八
月
）

「
人
事
条
項
と
シ
画
ツ
プ
条
項
」
戦
後
労
働
争
議
実
態
調
査
X
『
労
働
協
約
を
め
ぐ
る
労
使
紛
争
』
（
中
央
公
論
社
）
（
一

「
労
働
法
読
書
案
内
」
季
刊
労
働
法
二
七
号
（
三
月
）

「
市
民
法
と
社
会
法
に
つ
い
て
」
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
法
律
時
報
三
八
巻
四
号
（
四
月
）

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
四
年
）

共
著

諭
文

そ
の
他

『
謹
解
労
働
組
合
法
』
（
吾
妻
光
俊
編
、
一
部
執
筆
）
（
脊
林
書
院
）
（
五
月
）

『
労
働
組
合
読
本
』
（
東
津
経
済
新
報
社
）
（
七
月
）

「
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
力
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
」
一
橋
論
叢
四
一
巻
四
号
（
四
月
）

「
政
治
ス
ト
の
構
造
と
法
偉
関
係
」
月
刊
労
働
問
題
二
一
号
（
五
月
）

「
わ
が
国
に
お
け
る
政
治
ス
ト
の
法
律
問
題
」
学
会
誌
労
働
法
一
四
号
（
一
〇
月
）

「
外
国
文
献
解
題
（
三
）
o
o
旨
旨
σ
貯
5
尋
勾
婁
｛
o
事
＜
o
－
■
S
z
9
－
ほ
か
」
学
会
誌
労
働
法
一
四
号
（
一
〇
月
）

一
月
）
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一
九
未
O
年
（
昭
和
三
五
年
）

　
共
著
　
　
　
『
詮
解
労
働
基
準
法
』
（
吾
妻
光
俊
編
、
一
部
執
筆
）
（
青
林
書
院
）
（
九
月
）

　
論
文
　
　
　
「
雇
用
お
よ
び
労
働
契
約
に
お
け
る
労
働
義
務
に
つ
い
て
1
賃
金
債
権
と
の
関
係
に
お
い
て
」
一
橋
論
叢
四
三
巻
一
号
（
一
月
）

　
　
　
　
　
　
「
戦
後
の
日
本
の
労
働
協
約
お
よ
ぴ
協
約
紛
争
の
特
質
」
労
務
研
究
二
二
巻
七
号
（
七
月
）

　
　
　
　
　
　
「
わ
が
国
に
お
け
る
労
働
時
間
短
縮
間
題
の
法
的
検
討
」
季
刊
労
働
法
三
七
号
（
九
月
）

　
そ
の
他
　
　
「
三
池
争
議
の
あ
る
間
題
点
（
法
令
昨
今
）
」
時
の
法
令
三
五
一
号
（
五
月
）
（
大
平
善
梧
編
『
法
学
の
知
恵
』
〔
井
上
奮
房
〕
〔
昭
和
三

　
　
　
　
　
　
六
年
五
月
〕
転
収
）

　
　
　
　
　
　
「
三
池
争
議
第
三
次
あ
っ
せ
ん
案
を
め
ぐ
っ
て
（
法
令
昨
今
）
」
時
の
法
全
二
六
三
号
（
九
月
）
（
同
前
）

一
九
末
一
年
（
昭
和
三
六
年
）

　
共
著
　
　
　
『
公
務
員
の
争
議
手
段
－
国
労
、

金
逓
を
中
心
に
し
て
』
（
日
本
労
働
協
会
調
査
部
、
研
究
資
料
二
八
号
）
（
一
月
）



論
文

書
評

座
談
会

そ
の
他

『
公
務
員
の
争
議
手
段
の
特
質
に
つ
い
て
－
国
労
、
全
逓
を
中
心
に
し
て
』
（
目
本
労
働
協
会
調
査
部
、
研
究
賞
料
五
六
号
）
（
二
一
月
）

「
回
ツ
ク
ア
ゥ
ト
」
石
井
・
有
泉
編
『
労
働
法
演
習
』
（
有
斐
閣
）
（
六
月
）

「
ロ
ヅ
ク
ァ
ウ
ト
と
職
場
占
拠
」
（
共
筆
、
横
井
芳
弘
）
労
働
法
学
研
究
会
報
四
五
五
号
（
七
月
）

「
職
場
占
拠
、
ロ
ツ
ク
ア
ウ
ト
と
占
有
解
除
な
い
し
立
入
り
禁
止
の
仮
処
分
」
季
刊
労
働
法
四
一
号
（
九
月
）
　
　
一
　
　
一

「
ロ
ヅ
ク
ア
ウ
ト
の
要
件
お
よ
ぴ
効
果
に
つ
い
て
」
法
学
教
室
二
号
（
一
一
月
）

「
沼
田
稲
次
郎
『
労
働
法
論
上
』
」
法
律
時
報
三
三
巻
一
号
（
一
月
）
　
・

「
三
池
の
差
別
待
遇
を
見
て
」
月
刊
総
評
五
六
号
（
二
一
月
）

「
三
池
を
見
学
し
て
ー
不
等
差
別
と
組
織
労
働
者
の
『
根
性
』
」
労
働
法
偉
旬
報
四
三
五
号
（
二
月
）

一
九
末
一
一
年
（
昭
和
三
七
年
）

　
論
文
　
　
　
「
合
同
労
組
の
団
体
交
渉
を
め
ぐ
る
問
題
点
」
学
会
誌
労
働
法
一
九
号
（
四
月
）

　
　
　
　
　
　
「
組
合
活
動
と
施
設
管
理
権
－
建
造
物
侵
入
罪
、
不
退
去
罪
と
の
関
連
に
お
い
て
」
労
働
神
奈
川
ニ
ハ
ニ
号
（
六
月
）

　
　
　
　
　
　
「
ロ
ツ
ク
ア
ウ
ト
法
理
の
再
検
討
－
小
倉
補
給
廠
事
件
を
素
材
に
」
野
村
平
爾
教
授
還
暦
記
念
『
団
縞
活
動
の
法
理
』
（
日
本
評
論
社
）

　
　
　
　
　
　
（
六
月
）

　
　
　
　
　
　
「
労
働
者
の
政
治
活
動
・
文
化
活
動
と
組
合
活
動
」
季
刊
労
働
法
四
六
号
（
二
一
月
）

（155）蓼沼謙一先生著作目録

判
例
研
究

座
談
会

そ
の
他

「
労
働
組
合
脱
退
の
自
由
」
「
協
約
能
カ
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
労
働
判
例
百
選
』
（
二
一
月
）

「
日
本
労
働
法
学
の
方
法
論
と
課
題
」
季
刊
労
働
法
四
五
号
（
九
月
）

「
外
国
文
献
解
題
（
四
）
9
胃
H
窃
O
・
Ω
冒
o
司
畠
き
ヨ
・
o
■
凹
峯
9
0
昌
8
ま
毒
＞
o
司
冨
o
目
彗
F
彗
o
巨
o
日
竃
■
ρ
婁
宛
雲
一
〇
尋
く
鼻
亀

2
o
・
ω
ほ
か
」
学
会
誌
労
働
法
一
九
号
（
四
月
）

一
九
未
三
年
（
昭
和
三
八
年
）

　
共
著
　
　
　
『
合
同
労
組
の
研
究
』
（
沼
田
稲
次
郎
編
、
一
部
執
筆
）
（
総
合
労
働
研
究
所
）
（
四
月
）

　
論
文
　
　
　
「
労
働
組
合
の
統
制
カ
」
石
井
・
有
泉
編
『
労
働
法
大
系
』
一
巻
（
有
斐
閣
）
（
一
月
）

　
　
　
　
　
　
「
事
前
協
議
協
定
」
『
企
業
合
理
化
を
め
ぐ
る
法
偉
間
題
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
）
（
四
月
）
、
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座
談
会

「
争
議
権
の
歴
史
と
最
高
裁
判
決
」
月
刊
総
評
七
三
号
（
五
月
）

「
都
分
ス
十
を
め
ぐ
る
問
題
点
」
労
働
法
学
研
究
会
報
五
三
七
号
（
六
月
）

「
定
年
」
石
井
・
有
泉
編
『
労
働
法
大
系
』
五
巻
（
有
斐
閣
）
（
九
月
）

「
最
高
裁
の
公
労
協
二
判
決
」
季
刊
労
働
法
四
八
号
（
六
月
）

一
九
夫
四
年
（
昭
和
三
九
年
）

論
文

書
評

座
談
会

「
争
議
行
為
を
す
る
権
利
」
（
共
筆
）
労
働
法
律
旬
報
五
四
九
号
（
一
月
）

「
合
理
化
と
労
使
協
議
制
の
法
偉
問
題
」
一
橋
大
学
一
橋
学
会
編
『
企
業
成
長
と
法
偉
問
題
』
（
春
秋
社
）
（
三
月
）
．

「
ス
ト
不
参
加
者
の
賃
金
請
求
権
」
季
刊
労
働
法
五
二
号
（
六
月
）

「
ユ
ニ
オ
ン
．
シ
目
ツ
プ
の
効
カ
」
ジ
ュ
リ
ス
上
二
〇
〇
号
『
学
会
展
望
』
（
六
月
）

「
年
次
有
給
休
暇
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
」
一
橘
論
叢
五
二
巻
二
号
（
八
月
）

「
出
向
命
令
と
不
当
労
働
行
為
の
成
否
－
日
立
電
子
事
件
を
中
心
に
」
労
働
法
学
研
究
会
報
五
九
四
号
（
九
月
）

「
年
次
有
給
休
暇
制
度
の
法
理
と
現
葵
」
日
労
研
資
料
六
二
〇
号
（
一
〇
月
）

「
『
労
働
法
法
社
会
学
』
の
課
題
と
方
法
－
渡
辺
教
授
の
奨
言
を
め
ぐ
っ
て
」
学
会
誌
労
働
法
二
四
号
（
二
月
）
■

「
有
泉
亨
『
労
働
基
準
法
』
」
法
律
時
報
三
六
巻
二
号
（
二
月
）

「
労
使
関
係
の
近
代
化
と
労
働
法
」
（
四
）
日
本
労
働
協
会
雑
誌
六
九
号
（
＝
一
月
）

一
九
大
五
年
（
昭
和
四
〇
年
）

　
共
著
　
　
　
『
労
働
事
典
』
（
大
河
内
・
吾
妻
編
、
一
部
執
筆
）
（
青
林
書
院
）
（
一
二
月
）

　
　
　
　
　
　
『
労
働
組
合
読
本
〔
改
訂
版
〕
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
）
（
二
一
月
）

　
共
編
著
　
　
岩
波
講
座
現
代
法
一
〇
巻
『
現
代
法
と
労
働
』
（
「
働
く
者
の
生
活
と
現
代
法
」
〔
共
筆
、
小
川
政
亮
〕
）
（
岩
波
書
店
）
（
八
月
）

　
論
文
　
　
　
「
労
働
法
（
法
律
学
の
成
果
と
課
題
）
」
法
偉
時
報
三
七
巻
五
号
（
四
月
）

　
　
　
　
　
　
「
争
議
労
働
関
係
の
構
造
と
特
質
」
。
浅
井
清
信
教
授
還
暦
記
念
『
労
働
争
議
法
論
』
（
法
律
文
化
社
）
（
六
月
）

　
　
　
　
　
　
「
企
業
内
組
合
に
対
す
る
法
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
」
眉
本
労
働
協
会
薙
誌
七
七
号
（
八
月
）



判
例
評
釈

座
談
会

「
日
本
労
働
法
学
に
お
け
る
『
解
釈
』
論
の
間
題
に
つ
い
て
1
日
本
労
働
法
学
の
一
課
題
」
一
橘
論
叢
五
四
巻
三
号
（
創
立
九
〇
周
年

記
念
号
）
（
九
月
）

「
取
引
先
の
要
求
に
よ
る
組
合
活
動
家
の
解
雇
と
不
当
労
働
行
為
の
成
否
」
判
例
評
論
八
六
号
（
判
例
時
報
四
二
五
号
）
（
二
一
月
）

「
労
使
関
係
の
近
代
化
と
労
働
法
」
日
本
労
働
協
会
雑
誌
七
一
号
（
二
月
）

「
労
働
法
学
の
理
論
と
課
題
」
法
挙
セ
ミ
ナ
ー
二
七
号
（
二
一
月
）

一
九
大
大
年
（
昭
和
四
一
年
）

　
論
文
　
　
　
「
法
思
想
の
実
態
－
組
織
と
個
人
」
岩
波
講
座
現
代
法
ニ
ニ
巻
『
現
代
法
の
思
想
』
（
岩
波
書
店
）
（
一
月
）

　
　
　
　
　
　
「
不
当
労
働
行
為
の
主
体
と
い
わ
ゆ
る
第
三
者
－
系
列
企
業
の
倒
産
を
め
ぐ
。
て
」
季
刊
労
働
法
五
九
号
（
三
月
）
一

　
　
　
　
　
　
「
労
働
基
本
権
の
性
椿
」
新
労
働
法
講
座
一
巻
『
労
働
法
の
基
礎
理
諭
』
（
有
斐
閣
）
（
六
月
）

　
座
談
会
　
　
「
不
当
労
働
行
為
制
度
」
日
本
労
働
協
会
雑
誌
九
一
号
（
一
〇
月
）

　
そ
の
他
　
　
「
労
働
法
の
道
し
る
ぺ
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
四
三
号
の
二
『
新
法
学
案
内
』
（
四
月
）

　
　
　
　
　
　
「
学
会
回
顧
一
九
六
六
年
労
働
法
」
法
律
時
報
三
八
巻
二
二
号
（
二
一
月
）

一
九
末
七
年
（
昭
和
四
二
年
）

（15Z）　蓼沼議一先生著作目録

著
書

論
文

判
例
研
究

そ
似
他

総
合
判
例
研
究
叢
書
労
働
法
（
二
一
）
『
「
不
利
益
な
取
扱
」
の
態
様
・
「
不
利
益
取
扱
意
思
」
の
認
定
』
（
有
斐
閣
）
（
七
月
）
一

「
団
交
拒
否
」
新
労
働
法
講
座
三
巻
『
団
体
交
渉
』
（
有
斐
閣
）
（
三
月
）

「
労
働
組
合
」
有
泉
亨
繍
『
労
働
法
概
説
』
（
有
斐
閣
）
（
三
月
）

「
公
務
員
労
働
関
係
の
特
質
」
清
宮
・
佐
藤
編
『
続
憲
法
涛
習
』
（
有
斐
閣
）
（
四
月
）

て
『
争
議
行
為
』
の
分
析
」
季
刊
労
働
法
六
四
号
（
六
月
）

「
定
年
制
」
「
休
業
手
当
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
新
版
労
働
判
例
百
選
』
（
五
月
）

「
吾
妻
光
俊
先
生
の
人
と
学
説
」
一
橋
論
叢
五
七
巻
五
号
（
五
月
）

「
学
会
回
顧
一
九
六
七
年
労
働
法
」
法
偉
時
報
三
九
巻
一
四
号
（
二
一
月
）

「
法
律
学
の
学
ぴ
方
と
文
献
案
内
－
労
働
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
新
法
学
案
内
』
（
四
月
）
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一
九
大
八
年
（
昭
和
四
三
年
）

　
論
文
　
　
　
「
交
替
制
労
働
と
労
基
法
の
解
釈
－
新
行
政
通
達
の
検
討
を
中
心
に
」
労
働
法
学
研
究
会
報
七
五
九
号
（
五
月
）
一

　
　
　
　
　
　
「
労
働
争
議
の
変
容
と
労
使
関
係
」
目
本
労
働
協
会
雑
誌
二
一
号
（
六
月
）

　
　
　
　
　
　
「
組
合
掲
示
板
（
組
合
活
動
を
め
ぐ
る
労
使
慣
行
）
」
季
刊
労
働
法
六
九
号
（
九
月
）

判
例
研
究

，
書
評

そ
の
他

「
就
業
規
則
」
労
働
法
学
研
究
会
報
七
八
三
号
（
一
〇
月
）

「
組
含
は
脱
退
組
か
員
に
対
し
脱
退
前
支
給
し
た
昇
給
延
伸
に
対
す
る
保
証
金
の
返
還
を
請
求
し
う
る
」
判
例
評
論
一
〇
九
号
（
判
例

時
報
五
〇
四
号
）
（
二
月
）

「
社
内
で
の
政
治
活
動
（
最
近
の
判
例
か
ら
）
」
月
刊
労
働
問
題
＝
一
三
号
（
七
月
）

「
片
岡
昇
『
現
代
労
働
法
の
理
論
』
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
四
二
号
（
一
月
）

「
ぜ
ミ
中
心
制
度
の
将
来
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
〇
四
号
（
八
月
）

「
学
会
回
顧
一
九
六
八
年
労
働
法
」
法
律
時
報
四
〇
巻
＝
二
号
（
二
一
月
）

「
労
働
法
（
外
国
法
入
門
）
」
中
川
・
滴
水
編
『
読
書
案
内
法
学
』
（
杜
会
恩
想
社
）
（
　
月
）

似

一
九
夫
九
年
（
昭
和
四
四
年
）

　
論
文
　
　
　
「
争
議
行
為
と
賛
任
追
求
－
現
時
点
で
の
問
題
情
況
の
概
観
」
季
刊
労
働
法
七
一
号
（
一
月
）

　
　
　
　
　
　
「
争
議
行
為
に
お
け
る
民
事
免
責
の
範
囲
」
労
働
法
学
研
究
会
報
七
九
九
号
（
三
月
）

　
　
　
　
　
　
「
労
働
基
本
権
の
制
限
」
「
争
議
行
為
の
態
様
」
「
労
働
協
約
の
効
カ
」
「
第
三
者
の
強
制
」
「
就
業
規
則
の
法
的
性
質
」
『
法
偉
学
の
基
礎

　
　
　
　
　
　
知
識
』
（
有
斐
閣
）
（
六
月
）

　
半
例
研
究
　
「
単
産
支
部
の
本
部
か
ら
の
脱
退
決
議
に
い
わ
ゆ
る
引
き
さ
ら
い
の
効
果
が
認
め
ら
れ
る
か
」
判
例
評
諭
一
四
〇
号
（
判
例
時
報
五
六

　
　
　
　
　
　
九
号
）
（
一
一
月
）

一
九
七
〇
隼

　
共
編
著

（
昭
和
四
五
年
）

　
『
労
働
法
判
例
』
（
有
斐
閣
）
（
二
月
）



論
文

判
例
研
究

「
三
六
協
定
を
め
ぐ
る
一
問
題
点
」
一
橋
論
叢
六
四
巻
六
号
（
二
一
月
）

「
公
労
法
上
の
団
体
交
渉
対
象
事
項
」
判
例
評
諭
一
四
〇
号
（
判
例
時
報
六
〇
二
号
）
（
一
〇
月
）
一

一
九
七
一
隼
（
昭
和
四
六
年
）

　
著
書
　
　
　
労
働
法
実
務
大
系
一
一
巻
『
労
働
時
間
・
残
業
・
交
替
制
』
（
総
合
労
働
研
究
所
）
（
五
月
）

　
論
文
　
　
　
「
労
働
時
閻
・
残
業
の
実
態
－
法
律
論
と
の
関
連
で
」
労
働
法
学
研
究
会
報
九
〇
二
号
（
五
月
）

　
　
　
　
　
　
「
労
働
法
」
「
労
働
保
護
法
」
『
社
会
科
学
大
事
典
』
一
九
巻
（
鹿
島
出
版
会
）
（
五
月
）

　
そ
の
他
　
　
「
労
働
法
（
法
律
学
の
学
ぴ
方
と
文
献
案
内
）
」
ジ
旦
リ
ス
ト
増
刊
『
新
法
学
案
内
』
（
四
月
）

　
　
　
　
　
　
「
ロ
ー
マ
の
恩
い
出
」
労
働
法
実
務
犬
系
二
巻
し
お
り
泌
二
　
（
総
合
労
働
研
究
所
）
（
五
月
）

一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
年
）

　
共
著
　
　
　
『
労
働
協
約
読
本
』
（
東
洋
経
済
新
報
社
）
（
五
月
）

　
論
文
　
　
　
「
世
界
の
ス
ト
ラ
イ
キ
（
イ
タ
リ
ァ
）
」
季
刊
労
働
法
八
四
号
（
六
月
）

　
判
例
研
究
　
「
政
治
ス
ト
に
と
も
な
う
ビ
ケ
と
刑
事
責
任
」
季
刊
労
働
法
八
五
号
（
九
月
）

　
　
　
　
　
　
「
労
働
基
本
権
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
労
働
法
の
判
例
』
（
二
一
月
）

（159）　蓼沼謙一先生著作目録

一
九
七
三
年
（
昭
和
四
八
年
）

論
文
．

「
選
挙
．
政
治
活
動
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
　
企
業
内
政
治
活
動
の
正
当
性
と
組
織
強
制
」
労
働
法
学
研
究
会
報
九
八
一
号
（
一
月
）

「
年
次
有
給
休
暇
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
」
圓
本
労
働
協
会
雑
誌
ニ
ハ
七
号
（
二
月
）

「
労
働
基
本
権
を
制
限
す
る
労
使
間
の
合
意
は
有
効
か
」
法
学
教
室
く
二
期
V
一
号
（
五
月
）

「
年
休
権
を
め
ぐ
る
制
度
と
現
実
－
最
高
裁
年
休
判
決
に
関
連
し
て
」
（
一
）
～
（
三
）
労
働
法
偉
旬
報
八
三
二
号
、
八
三
七
号
、
八
四

〇
号
（
五
、
七
、
九
月
）

「
ス
ト
ラ
イ
キ
権
理
論
の
検
討
」
季
刊
労
働
法
八
八
号
（
六
月
）

「
争
議
行
為
の
正
当
性
」
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
『
現
代
法
学
事
典
』
三
巻
（
九
月
）
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判
例
研
究

座
談
会

そ
の
他

「
脱
退
し
た
組
合
員
に
対
す
る
組
合
費
の
講
求
と
く
に
組
織
内
の
国
会
議
員
立
候
補
支
援
の
臨
時
組
合
費
徴
収
決
議
の
効
力
」
判
例
評

論
ニ
ハ
八
号
（
判
例
時
報
六
八
八
号
）
（
二
月
）

「
ス
ト
権
奪
還
闘
争
に
お
け
る
法
理
論
上
の
諸
問
題
」
労
働
法
偉
旬
報
八
二
九
号
（
三
月
）

「
最
高
裁
四
・
二
五
判
決
の
基
本
性
椿
・
問
題
点
」
労
働
法
偉
旬
報
八
三
三
号
（
五
月
）

「
公
制
審
答
申
と
公
務
員
の
労
働
基
本
権
」
労
働
法
律
旬
報
八
四
二
号
（
一
〇
月
）

「
公
制
審
答
申
と
官
公
労
働
基
本
権
」
季
刊
労
働
法
九
〇
号
（
二
一
月
）

「
労
働
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
法
学
案
内
』
新
訂
版
（
四
月
）

「
吾
妻
光
俊
先
生
の
御
逝
去
を
悼
ん
で
」
学
会
誌
労
働
法
四
一
号
（
五
月
）

「
師
吾
妻
光
俊
先
生
の
横
顔
」
如
水
会
会
報
五
一
九
号
（
七
月
）

「
吾
妻
光
俊
先
生
と
労
働
法
学
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
ニ
ニ
号
（
八
月
）

「
教
員
の
長
い
休
み
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
四
六
号
（
二
月
）

μ6

一
九
七
四
年
（
昭
和
四
九
年
）

　
共
編
　
　
　
『
労
働
六
法
』
（
駿
河
台
出
版
社
）
（
四
月
）

　
論
文
　
　
　
「
争
議
行
為
の
い
わ
ゆ
る
刑
事
免
責
に
つ
い
て
」
一
橋
論
叢
七
一
巻
一
号
（
一
月
）

　
　
　
　
　
　
「
労
働
協
約
と
就
業
規
則
」
外
尾
・
片
岡
編
『
労
働
法
を
学
ぷ
』
（
有
斐
閣
）
（
四
月
）

　
　
　
　
　
　
「
市
民
法
と
労
働
法
」
沼
田
稲
次
郎
先
生
還
暦
記
念
（
上
）
『
現
代
法
と
労
働
法
学
の
課
題
』
（
総
合
労
働
研
究
所
）
（
五
月
）

　
　
　
　
　
　
「
公
労
法
・
地
公
労
法
下
の
争
議
行
為
と
い
わ
ゆ
る
刑
事
免
資
」
労
働
法
律
旬
報
八
六
四
号
（
九
月
）

　
判
例
研
究
　
「
い
わ
ゆ
る
年
次
有
給
休
暇
『
請
求
権
』
の
性
質
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
昭
和
四
八
年
度
重
要
判
例
解
説
』
（
七
月
）

　
　
　
　
　
　
「
争
議
行
為
の
正
当
性
判
断
の
一
般
的
基
準
」
「
部
分
ス
ト
と
賃
金
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
労
働
判
例
百
選
（
第
三
版
～
』
（
九
月
）

　
　
　
　
　
　
「
特
定
政
党
・
候
補
者
支
持
の
組
合
決
定
と
こ
れ
に
も
と
づ
く
組
合
員
か
ら
の
資
金
徴
収
の
組
合
決
定
の
効
カ
」
判
例
評
論
一
八
八
号

　
　
　
　
　
　
（
判
例
時
報
七
四
九
号
）
（
一
〇
月
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
「
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
・
労
働
法
原
理
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
二
五
号
付
録
『
法
学
者
・
人
と
作
品
』
（
六
月
）



一
九
七
五
年
（
昭
和
五
〇
年
）

　
編
書
　
　
　
『
労
働
六
法
』
（
駿
河
台
出
版
社
）
（
四
月
）
（
～
一
九
八
一
年
〔
昭
五
六
年
〕
）
一

　
共
綴
著
　
　
『
労
働
法
判
例
（
新
版
）
』
（
有
斐
閣
）
（
四
月
）

　
論
文
　
　
　
「
労
働
時
間
制
度
改
正
問
題
の
一
考
察
」
学
会
誌
労
働
法
四
五
号
（
四
月
）

　
　
　
　
　
　
。
「
年
次
有
給
休
暇
」
松
岡
三
郎
編
『
別
冊
法
挙
セ
ミ
ナ
ー
・
判
例
労
働
法
』
（
五
月
）

　
　
　
　
　
　
「
労
組
の
施
設
利
用
戦
術
と
職
場
秩
序
」
労
働
法
学
研
究
会
報
一
〇
九
一
号
（
五
月
）

　
　
　
　
　
　
「
労
働
法
」
（
翻
訳
・
執
錐
）
『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
』
二
〇
巻
（
テ
ィ
ー
ピ
ー
エ
ス
ブ
リ
タ
ニ
カ
）
（
八
月
）

　
書
評
　
　
　
「
中
山
和
久
『
争
議
権
裁
判
例
の
軌
跡
』
」
法
偉
時
報
四
七
巻
ニ
ニ
号
（
二
月
）

　
座
談
会
　
　
「
賃
金
と
労
働
法
学
」
季
刊
労
働
法
九
七
号
（
九
月
）

　
　
　
　
　
　
「
同
憎
ス
ト
の
法
的
評
価
と
民
事
賛
任
」
労
働
法
学
研
究
会
報
一
一
一
六
号
（
二
一
月
）

　
そ
の
他
　
　
「
一
橋
犬
学
と
孫
囲
先
生
」
孫
田
秀
春
先
生
米
寿
祝
賀
記
念
論
築
『
経
営
と
労
働
の
法
理
』
（
専
修
大
挙
出
版
都
）
（
五
月
）

一
九
七
末
年
（
昭
和
五
一
年
）
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諭共
文著

判
例
研
究

書
評

座
談
会

『
判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
・
労
働
法
』
1
（
一
部
執
筆
）
（
三
省
堂
）
（
四
月
）

「
争
議
行
為
の
定
義
な
い
し
意
味
に
つ
い
て
」
一
橋
諭
叢
七
五
巻
三
号
（
三
月
）

「
年
休
拒
否
事
由
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
」
労
働
法
学
研
究
会
報
一
二
二
四
号
（
五
月
）

「
団
結
権
と
労
働
者
お
よ
ぴ
労
働
組
合
像
」
季
刊
労
働
法
一
〇
〇
号
（
六
月
）

「
正
当
な
争
議
・
組
含
活
動
と
不
利
益
取
扱
」
盗
村
光
郎
編
『
不
当
労
働
行
為
』
（
総
合
労
働
研
究
所
）
（
九
月
）

「
争
議
行
為
禁
止
法
規
と
い
わ
ゆ
る
刑
事
免
責
」
有
泉
亨
先
生
古
稀
記
念
『
労
働
法
の
解
釈
理
諭
』
（
有
斐
閣
）
（
二
月
）

「
杵
島
山
灰
磯
問
題
に
つ
き
炭
労
の
指
令
し
た
『
統
一
ス
ト
』
な
い
し
『
同
憎
ス
ト
』
の
正
当
・
不
当
」
判
例
評
論
二
〇
七
号
（
判
例
時

報
八
〇
七
号
）
（
五
月
）

「
有
泉
亨
『
労
働
組
含
の
争
議
戦
術
』
」
日
本
労
働
協
会
薙
誌
二
〇
二
号
（
一
月
）

「
公
企
体
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
権
」
季
刊
労
働
法
九
九
号
（
三
月
）

「
労
働
条
件
と
最
高
裁
」
労
働
法
偉
旬
報
九
〇
八
号
（
七
月
）

44？
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そ
の
他

一
九
七
七
年

　
論
文

「
発
想
の
原
点
に
誤
り
が
－
専
門
懇
意
見
書
批
判
」
労
働
法
偉
旬
報
八
九
六
号
（
一
月
）

「
沼
田
理
論
と
の
出
会
い
」
沼
田
稲
次
郎
著
作
築
一
巻
『
日
本
労
働
法
諭
』
月
報
（
労
働
旬
報
社
）
（
三
月
）

「
労
働
法
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
法
挙
案
内
』
（
三
訂
版
）
（
四
月
）

「
学
際
的
研
究
に
つ
い
て
思
う
」
季
刊
労
働
法
一
〇
一
号
（
九
月
）

（
昭
和
五
二
年
）

　
「
労
働
組
含
」
有
泉
亨
編
『
労
働
法
概
説
（
新
版
）
』
（
有
斐
閣
）
（
三
月
）

　
「
就
業
規
則
の
法
的
性
質
と
効
カ
」
季
刊
労
働
法
別
冊
『
労
働
基
準
法
』
（
六
月
）

　
「
名
古
屋
中
郵
判
決
に
お
け
る
公
労
法
一
七
条
含
憲
諭
の
検
討
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
四
三
号
（
七
月
）

　
「
公
共
都
門
の
争
議
権
に
つ
い
て
の
諸
提
案
－
必
要
最
少
限
規
制
の
具
体
的
検
討
を
」
兵
藤
他
著
『
公
共
部
門
の
争
議
権
』
（
東
京
大
学

　
出
版
会
）
（
二
月
）

4必

一
九
七
八
年
（
昭
和
五
三
年
）

　
論
文
　
　
　
「
違
法
争
議
行
為
・
組
含
活
動
を
め
ぐ
る
自
カ
救
済
の
条
件
と
損
審
賠
償
」
労
働
法
学
研
究
会
報
二
＝
＝
一
号
（
四
月
）

　
　
　
　
　
　
「
公
共
部
門
の
ス
ト
権
問
魑
解
決
の
方
向
」
季
刊
労
働
法
一
〇
九
号
（
九
月
）

　
判
例
研
究
　
「
労
働
基
本
椀
－
全
農
林
警
職
法
事
件
、
金
逓
名
古
星
申
郵
事
件
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
労
働
法
の
判
例
』
第
二
版
（
一
〇
月
）

　
そ
の
他
　
　
「
大
学
と
図
書
」
如
水
会
会
報
五
七
三
号
（
一
月
）

　
　
　
　
　
　
「
教
育
時
評
」
季
刊
教
育
法
二
八
号
（
六
月
）

　
　
　
　
　
　
「
学
校
教
育
の
拡
大
」
教
育
法
二
八
号
（
七
月
）

一
九
七
九
年
（
昭
和
五
四
年
）

　
共
繍
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
瑠
刊
『
労
働
法
の
争
点
』
（
「
労
働
協
約
の
意
義
と
成
立
」
「
回
ツ
ク
ァ
ウ
ト
」
）
（
有
斐
閣
）
（
九
月
）

　
論
文
　
　
　
「
休
日
振
替
・
休
日
労
働
命
令
と
就
労
義
務
」
労
働
法
学
研
究
会
報
二
孟
八
号
（
一
月
）

　
　
　
　
　
　
「
争
議
行
為
」
一
節
～
三
節
『
労
働
法
事
典
』
（
労
働
旬
報
社
）
（
二
一
月
）
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座
談
会
　
　
「
出
張
外
勤
拒
否
と
賃
金
カ
ッ
ト
」
季
刊
労
働
法
一
二
一
号
（
六
月
）

　
　
そ
の
他
　
　
「
俗
語
と
術
語
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
六
八
二
号
（
一
月
）

　
　
　
　
　
　
「
婦
人
平
等
－
保
謹
と
差
別
と
平
等
と
1
問
題
は
前
提
と
な
る
ぺ
き
実
態
拙
握
」
労
働
法
律
旬
報
九
六
七
・
八
号
（
一
月
）

一
九
八
O
年
（
昭
和
五
五
年
）

　
論
文
　
　
　
「
大
法
廷
判
決
巡
歴
／
労
働
法
～
生
産
管
理
の
正
当
・
不
当
」
（
一
）
・
（
二
）
、
「
〔
二
〕
犬
衆
交
渉
の
正
当
・
不
当
」
（
一
）
・
（
二
）
法
学

　
　
　
　
　
　
セ
、
ミ
ナ
ー
二
九
九
、
三
〇
〇
、
三
〇
一
、
三
〇
二
号
（
一
、
二
、
三
、
四
月
）

　
　
　
　
　
　
「
日
本
的
労
使
関
係
と
労
働
法
の
解
釈
」
労
働
法
学
研
究
会
報
二
二
〇
六
号
（
二
月
）

　
座
談
会
　
　
「
戦
後
労
働
立
法
見
直
し
の
視
点
」
季
刊
現
代
の
労
働
二
一
号
（
七
月
）

　
そ
の
他
　
　
「
八
十
年
代
の
幕
開
け
に
当
っ
て
」
一
橋
新
聞
九
八
五
号
（
二
月
）

　
　
　
　
　
　
「
一
橘
犬
学
の
基
盤
を
築
く
1
中
山
伊
知
郎
先
生
を
偲
ぷ
」
如
水
会
会
報
六
〇
三
号
（
七
月
）

　
　
　
　
　
　
「
誠
実
に
生
き
ぬ
い
た
大
平
さ
ん
」
如
水
会
会
報
六
〇
五
号
（
九
月
）

　
　
　
　
　
　
「
学
際
的
研
究
と
労
働
法
学
」
圓
本
労
働
協
会
雑
誌
二
六
〇
号
（
二
月
）

一
九
八
一
年
（
昭
和
五
六
年
）

諭
文

判
例
研
究

「
労
働
法
の
対
象
」
現
代
労
働
法
講
座
一
巻
『
労
働
法
の
基
礎
理
論
』
（
総
合
労
働
研
究
所
）
（
一
月
）

「
最
近
に
お
け
る
労
使
の
労
働
時
間
対
策
と
法
的
問
題
」
労
働
法
学
研
究
会
報
ニ
ニ
五
六
号
（
三
月
）

「
犬
法
廷
判
決
巡
歴
／
労
働
法
《
第
二
期
彰
～
ビ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
正
当
・
不
当
」
（
一
）
～
（
四
）
法
学
セ
ミ
ナ
⊥
三
五
、
一
三
六
、

一
三
七
、
三
一
八
号
（
五
、
六
、
七
、
八
月
）

「
家
族
手
当
の
ス
ト
・
カ
ッ
ト
ー
最
近
の
最
高
裁
判
決
を
機
縁
と
し
て
」
季
刊
労
働
法
二
一
二
号
（
二
一
月
）

「
地
公
法
六
一
条
四
号
に
よ
る
刑
事
罰
の
適
用
－
日
教
組
ス
ト
事
件
第
一
審
判
決
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
『
昭
和
五
五
年
度
重
要
判
例
解

説
』
（
六
月
）

「
部
分
ス
ト
と
賃
金
ー
バ
イ
ン
、
ミ
シ
ン
事
件
」
「
争
議
行
為
の
正
当
性
判
断
基
準
－
新
潟
精
神
病
院
事
件
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
『
労
働
判

例
百
選
（
第
四
版
）
』
（
八
月
）

449
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そ
の
他

「
労
働
基
本
権
」
、
「
労
働
組
合
」
、
「
団
体
交
渉
」
法
学
セ
ミ
ナ
⊥
…
二
号
付
録
『
判
例
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
労
働
法
』
（
一

「
中
小
企
業
と
労
働
基
準
法
」
労
働
と
経
営
一
九
巻
七
号
（
七
月
）

「
戦
後
労
働
法
挙
と
世
代
論
」
現
代
労
働
法
講
座
六
巻
『
労
働
協
約
』
（
総
合
労
働
研
究
所
）
し
お
り
泌
六
（
九
月
）

一
九
八
一
一
年
（
昭
和
五
七
年
）

　
論
文
　
　
　
「
時
間
外
労
働
規
制
の
流
れ
と
現
段
階
」
季
刊
労
働
法
二
一
五
号
（
九
月
）

　
書
評
　
　
　
「
竹
前
栄
治
『
戦
後
労
働
改
革
』
」
日
本
労
働
協
会
雑
誌
二
八
三
号
（
一
〇
月
）

一
月
）

一
九
八
三
年
（
昭
和
五
八
年
）

　
論
文
　
　
　
「
専
門
家
委
報
告
に
お
け
る
労
働
組
合
運
動
の
権
利
」
経
済
評
論
別
冊
労
働
問
題
特
集
号
五
『
結
社
の
自
由
と
団
体
交
渉
』
（
一
〇
月
）

　
判
例
研
究
　
「
判
例
回
顧
労
働
法
」
（
共
筆
、
石
井
保
雄
）
法
律
時
報
五
五
巻
一
号
（
一
月
）

　
　
　
　
　
　
「
時
間
内
組
合
活
動
の
賃
金
カ
ッ
ト
率
が
争
わ
れ
た
事
件
で
慣
行
の
存
在
が
否
認
さ
れ
た
例
」
判
例
評
論
二
九
二
号
（
判
例
時
報
一
〇

　
　
　
　
　
　
七
三
号
）
（
六
月
）

　
　
　
　
　
　
「
本
件
事
案
を
ど
ん
な
視
点
で
捉
え
る
ぺ
き
か
1
関
西
電
カ
最
高
裁
判
決
に
つ
い
て
」
労
働
法
律
旬
報
一
〇
八
三
、
一
〇
八
四
号
（
一

　
　
　
　
　
　
一
月
）

450

一
九
八
四
年
（
昭
和
五
九
年
）

　
論
文
　
　
　
「
就
業
規
則
の
改
定
と
労
働
条
件
の
変
更
」
季
刊
労
働
法
ニ
ニ
三
号
（
一
〇
月
）

　
　
　
　
　
　
「
労
働
法
」
（
翻
訳
・
執
筆
）
『
ブ
リ
タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
』
二
〇
巻
〔
改
訂
版
〕
（
テ
ィ
ー
ビ
ー
エ
ス
ブ
リ
タ
ニ
カ
）
（
一
〇
月
）

　
　
　
　
　
　
「
年
次
有
給
休
暇
」
沼
囲
・
本
多
・
片
岡
編
『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
労
働
者
保
護
法
』
（
青
林
書
院
）
（
二
一
月
）

　
判
例
研
究
　
「
判
例
回
顧
労
働
法
」
（
共
筆
、
藤
原
稔
弘
）
法
律
時
報
五
六
巻
二
号
（
一
月
）

　
　
　
　
　
　
「
計
画
休
暇
と
合
理
的
期
日
内
の
時
季
変
更
権
の
行
使
」
民
商
法
雑
誌
九
一
巻
一
号
（
二
月
）

　
そ
の
他
　
　
「
時
短
の
意
義
に
つ
い
て
」
日
本
労
働
協
会
雑
誌
三
〇
七
号
（
二
一
月
）



●

一
九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）

　
判
例
研
究
　
「
半
例
回
顧
労
働
法
」
（
共
筆
、
石
井
保
雄
）
法
偉
時
報
五
七
巻
二
号
（
一
月
）

　
　
　
　
　
　
「
入
門
時
遅
刻
認
定
制
と
『
始
業
時
刻
』
の
意
味
－
石
播
東
ニ
エ
場
控
訴
審
判
決
」
労
働
判
例
四
四
八
号
（
五
月
）

　
座
談
会
　
　
「
法
学
部
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
『
一
橋
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
戦
後
編
』
下
（
一
橋
大
学
学
園
史
編
纂
委
員
会
）
（
三
月
）

　
そ
の
他
　
　
「
蓼
沼
ゼ
、
ミ
に
つ
い
て
」
『
一
橋
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
戦
後
編
』
下
（
一
橘
大
学
学
園
史
編
纂
委
員
会
）
（
三
月
）

　
　
　
　
　
　
「
一
橋
に
お
け
る
労
働
法
学
」
一
橋
論
叢
九
三
巻
四
号
（
四
月
）

　
　
　
　
　
　
「
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
／
労
働
法
原
理
」
伊
藤
正
己
編
『
法
学
者
・
人
と
作
品
』
（
日
本
評
諭
社
）
（
七
月
）

　
　
　
　
　
　
「
一
橋
と
労
働
法
単
」
『
一
橘
の
単
風
と
そ
の
系
譜
』
二
（
一
橘
犬
単
学
園
史
編
纂
委
員
会
）
（
一
〇
月
）

一
九
八
末
年
（
昭
和
六
一
年
）
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編
著

論
文

書
評

判
例
研
究

座
談
会

そ
の
他

『
企
業
レ
ベ
ル
の
労
使
関
係
と
法
』
（
「
米
国
に
お
け
る
企
業
レ
ペ
ル
の
労
使
関
係
と
法
」
「
集
中
的
交
渉
o
彗
雪
昌
N
＆
g
お
與
巨
轟
と

法
的
規
制
」
）
（
動
草
書
房
）
（
一
〇
月
）

「
労
働
法
制
の
変
動
」
法
律
時
報
五
八
巻
四
号
（
三
月
）

「
労
働
時
間
法
制
改
定
間
題
の
立
法
論
的
考
察
－
労
基
法
研
究
会
第
二
部
会
報
告
の
検
討
」
日
本
労
働
協
会
薙
誌
三
二
三
号
（
五
月
）

「
久
保
敬
治
著
『
あ
る
法
学
者
の
人
生
　
フ
ー
ゴ
・
ジ
ン
ツ
ハ
イ
マ
ー
』
」
日
本
労
働
協
会
雑
誌
三
二
九
号
（
一
一
月
）

「
判
例
回
顧
労
働
法
」
（
共
筆
、
石
井
保
雄
）
法
偉
時
報
五
八
巻
三
号
（
二
月
）

「
法
学
部
の
草
創
期
を
顧
み
て
」
『
一
橘
犬
学
学
閥
史
』
（
同
刊
行
委
員
会
）
（
三
月
）

「
労
働
時
間
の
実
態
と
労
基
法
改
正
の
行
方
」
法
偉
時
報
五
八
巻
七
号
（
六
月
）

「
労
働
法
」
『
一
橋
大
学
学
問
史
』
（
同
刊
行
委
員
会
）
（
三
月
）

一
九
八
七
年
（
昭
六
二
年
）

　
諭
文
　
　
　
「
労
働
基
準
法
の
変
遷
と
今
後
の
課
題
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
七
五
号
（
一
月
）

　
　
　
　
　
　
「
労
働
時
間
立
法
の
課
題
－
中
基
審
建
議
の
間
題
点
」
労
働
法
律
旬
報
一
ニ
ハ
一
号
（
二
月
）

　
　
　
　
　
　
「
労
働
組
合
」
有
泉
亨
編
『
労
働
法
概
説
（
第
三
版
）
』
（
有
斐
閣
）
（
三
月
）
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）66σ
　
　
　
　
そ
の
他

一橘論叢　第99巻　第3号

「
構
造
変
動
下
の
労
働
・
労
使
関
係
と
労
働
法
原
理
」
季
刊
労
働
法
一
四
三
号
（
四
月
）

「
思
い
出
と
と
も
に
」
一
橋
小
平
単
報
九
四
号
（
一
月
）
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